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SUMMARY 
In the field of Japanese language education in Japan, however, almost all teachers are 
Japanese native speaker and are of Japanese nationality. This paper focuses on an interview 
survey with non-native teachers in Japan. Citing their own experiences, all interviewees show 
their awareness that their skills specific to the teaching of Japanese and their personality traits 













































クラスを調査し、ティームティーチングのタイプを 6つに分類した（表 1）。 
 
表 1 ティームティーチングのタイプ（髙橋(2010)より） 
 
 教師の教室の入り方 教師の役割・担当 
NT 同士の TT 教師が一人 教室活動の全てを行う 
NNT 同士の TT 教師が一人 教室活動の全てを行う 
NNT と NT の 
TT 
教師が一人 
NNT が文法・NT が会話担当、技能別役割分担 
時間・曜日ごとに担当、技能別の役割分担無し 
NNT と NT が 
同時に教室に入る 
NNT の授業に NT がアシスタント 
NT の授業に NNT がアシスタント 




 表 1 のティームティーチングにおける「教師の役割・担当」で、「技能別役割分担」






717,504 人の外国人が日本で就労している。また、法務省入国管理局の 2013 年の報告
によると、「留学」および「就学」の在留資格を有する外国人留学生が日本の企業等へ
の就職を目的として、在留資格変更許可申請を行った件数は 112,793 人で、そのうち











































NNT でも NT でも同様の傾向なのではないだろうか。ある程度の教師経験を持った
NNT でも教授能力に自信を持っていないと言えるであろうか。このような研究動向を
踏まえ、本稿ではある程度の教師経験があり、かつ職業として日本語教育に携わって





師としての経験」、「自分が NNT と感じた／感じるとき」、「日本語を教える際に NT の
優位性２はあると思うか」、「日本国内と海外の日本語教育現場における NNT と NT の





表 2 調査協力者の概要 
 性別 年代 国籍 教師歴 
A 女 40 代 中国 10 年（日本 6年、中国 4年） 
B 女 30 代 中国 5 年（日本のみ） 






























A さんは自身が NNT であることを認めつつも、NNT と NT は教師としては同じ存
在だとし、教える際の NT の優位性も感じていない。また、NT から教え方について口
出しをされたことはない。これは自分の教師経験が長いためだからだと考えている。
他の教師から口出しをしてもらえるのは新人教師の特権である。 



































NNT と NT の国籍・母語が違うのは事実であるが、 NT の優位性はなく、 NNT も
NT も教師として同じだと考えている。しかし、周囲の教師はそうは思っていないよ































表 3 三人の意識の比較 















































































































1 本論文は、社会言語科学会第 34 回研究大会（立命館アジア太平洋大学 2014 年 9 
月）において発表したものに加筆修正を施したものである。 
 2 平畑（2007・2008）では、母語話者の優位性について詳しく述べている。 
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